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東京栄養サミット2021

① 健康：栄養のユニバーサル・ヘルス・カバレッジ（UHC）への統合

② 食：健康的で持続可能なフード・システムの構築

健康的な食や栄養を促進し、生産者の生活を確保し、気候に対
応した食料システムの構築。

③ 強靭性：脆弱な状況下における栄養不良対策

④ 説明責任：データに基づくモニタリング

⑤ 財政：栄養改善のための財源確保

【東京栄養サミットの５つのテーマ】 【関連するイベント・施策】

◼ 国連食料システムサミット

◼ みどりの食料システム戦略

◼ 第4次食育推進基本計画

https://nutritionforgrowth.org/events-japanese/
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国連食料システムサミット2021の概要

日 程

2021年9月、ハイブリッド形式（ＮＹにおける対面＋バーチャル）で開催予定
※国連ハイレベルウィークと並行して開催予定
※2021年夏、ローマにおいてプレ・サミットが開催予定

主 催 アントニオ・グテーレス国連事務総長

出席者 国連加盟各国首脳、閣僚、国際機関の長、市民社会及び民間企業関係者等

内 容
2030年までのSDGs達成に向けた「行動の10年」の一環として、食料システムを改革するため
の行動を導くための方途を議論

開催目的

• 2030アジェンダ達成に向けた重要な行動と測定可能な進展の創出
• SDGs達成のために重要な食料システムの改革に係る認識の向上と対話の促進
• 食料システムの活用を目指すすべてのステークホルダーのための原則の策定
• サミットの成果が新たな行動を促すためのフォローアップ

準備体制

（１）責任者：サミット特使アグネス・カリバタAGRA総裁（元ルワンダ農相）

（２）構成等：
— 諮問委員会：モハメド国連副事務総長が議長。加盟国代表の他、関連する国際機関、

農業者、 先住民、市民社会、研究者等で構成

— 科学グループ：世界中の主要な科学者29名からなるグループ

— チャンピオンズネットワーク：若者や先住民の指導者、小農や科学者、栄養や健康を含む各
分野の専門家を構成員とするグループ

— UNタスクフォース：UNEPの事務局長が議長を務め、世界銀行や国際通貨基金、その他
の多国間機関が参画。それぞれの立場から、食料システムの課題を提供
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国連食料システムサミットのテーマ

⚫ FSSでは、生産～消費に至る食料システムに関する５テーマについて、持続的な食料システムへの転換に資する具
体的な行動が議論される。

⚫ それぞれのテーマごとにゲーム・チェンジャー（状況を変える突破口）となるようなコミットメントが求められている。

【FSSの５つのテーマ】
(農林水産省作成の概念図)

（注）食料（フード）システムは、食料の生
産、加工、流通、消費などに関わる
様々な活動を意味する。
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質（栄養）・量（供給）両面にわたる食料安全保障

⚫ 世界の栄養不足人口の割合は、2014年まで減少していたが、ここ５年間は増加傾向にある。

⚫ 国連が掲げる「2030年までに栄養不足人口をゼロにする」目標は到底達成できない状況である。

⚫ 食料安全保障は、食料を単に供給する（量的側面）だけでなく、健康で肥満や病気等の問題が起きないこと
（質的側面）も考えるべきであるという議論が近年盛んになってきている。

⚫ 途上国の場合、量的側面が改善されても質的側面が改善されておらず、もっと野菜や果実の生産を支援して価格
を引き下げるべきだという議論がある。

出典：FAO The State of Food Security and Nutrition in the world 2020 p4  
http://www.fao.org/publications/sofi/2020/en/

出典：FAO The State of Food Security and Nutrition in the world 2020 p73、77

http://www.fao.org/publications/sofi/2020/en/

【健康的な食事を摂るにはお金が掛かる】【世界の栄養不足人口の割合】

注：あくまで国連のデータをまとめたものであり、我が国の見解を示すものではありません。

＜テーマ１＞

http://www.fao.org/publications/sofi/2020/en/
http://www.fao.org/publications/sofi/2020/en/
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食料消費の持続可能性

⚫ 多くの国が現状からの食生活の改善や、地球環境問題の深刻化に対応した食生活指針の見直しを求められてい
るが、日本は例外的に調整の必要がないとされている。

⚫ こうした評価は、我が国が食生活改善面で世界に貢献可能なことを示している。

※ プラネタリー・バウンダリー：

地球に不可逆的かつ急激な環境変化を与えない目安(境界線)。

この目安を守りつつ、ヒトの健康に配慮した食事の一例として

「プラネタリー・ヘルス・ダイエット」が挙げられる。

出典：EAT Diets for a Better Future: Rebooting and Reimagining Healthy and Sustainable Food Systems in the G20 p17, 26  

https://eatforum.org/knowledge/diets-for-a-better-future/

注：あくまで国連のデータをまとめたものであり、我が国の見解を示すものではありません。

＜テーマ２＞

https://eatforum.org/knowledge/diets-for-a-better-future/
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みどりの食料システム戦略 策定に当たっての考え方（概要）
～食料・農林水産業の生産力向上と持続性の両立をイノベーションで実現～

Measures for achievement of Decarbonization and Resilience with Innovation (MeaDRI)
令和２年12月
農林水産省
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みどりの食料システム戦略 策定に当たっての考え方（具体的な取組）
～食料・農林水産業の生産力向上と持続性の両立をイノベーションで実現～
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第4次食育推進基本計画 (令和３～７年度) (案) の概要
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第４次食育推進基本計画における食育の推進に当たっての目標(案)
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(参考)第４次食育推進基本計画(案)の基本的な方針(重点事項)と関連する主な取組
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東京栄養サミット2021における農林水産省のサブセッション

⚫ 農林水産省は、東京栄養サミットで議論される5つのテーマのうち、特に、テーマ２「食：健康的で持続可能な食料
システムの構築」に関与。

⚫ 農林水産省は、東京栄養サミットにおいて、食に関するセッションを開催し、海外展開を目指す我が国食品産業及
び農林水産業のプレゼンスを高めるセミナー・シンポジウム等を実施。

⚫ 東京栄養サミットに先立ち開催される「国連食料システムサミット」とも連携。

食に関するセッション

我が国における栄養分野に貢献する農
業・食料産業に係る取組をPRする場の
設定（パネル展示、セミナー、試食会）

世界の栄養改善に貢献する
食品企業・関係団体等の円卓会議

途上国等の海外政府関係者、影響力の
あるNGO代表等を招へいし、我が国食
品企業の世界の栄養分野への貢献に関
するプレゼンテーションや、官民が連携した
今後の取組についての議論を行う円卓会
議等を開催

食料システムサミットとの連携イベント
食関連企業のコミットメント表明

国連食料システムサミットの成果報告会
を実施

国内食品事業者等によるコミットメント
のプレゼンテーションの開催を実施

コンテンツ開発 上記の議論を効果的に発信する展示物や映像等のコンテンツ（ツール等）を開発

広報活動 国内外のメディア・ソーシャルメディアを活用し、東京栄養サミットの実施及び成果の広報活動を実施

NJPPPで実施
中の途上国・
新興国におけ
る職場給食の
改善の成果も
紹介

食関連企業のみなさまの
コミットメント表明をお待ちしています


